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平素より、週刊ＷＯＲＫＳ一日刊ＷＯＲＫＳ・建築速報

をご購読いただき誠Cこありがとうございます。

炎暑の折、皆様方におかれまｔではご健勝のこととお
喜び申ｔ上げます。

弊社では、夏期休業のため誠に勝手ながら8月15 日号

の週刊紙を休刊させていただきます。次回発行 は、１５
日・22 日号との合併号となります。

また､日刊紙の入札情報8 月15 日号と､ 建築速報8月15 日号

を休刊させでいただき、入札情報は8 月16 日号､ 建築速報

は8月17 日号より発行いたｔます｡何卒ご了承いただきます

興土交通大臣認定 Ｈ グレード

９“ ゛゙ 清松　芳夫

P ｅｒｓｏｎａｊ Ｐｒｏ五jｅ

1961 年生まれ。福岡県北九州市出身。座右の銘：面

白ろ可笑しく、尊敬できる人：松下幸之助 。大分大学

大学院修了後、三井造船株式会社プラント事業本部（海

外事業部）を経て現在鉄骨工事業（ファブリケーター）。

趣昧は読書。（速読ができる）
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信頼のファブ

轡 清 松 総 合 描 工 株 式 会 社

Klｙｏｍ麟ｔｓｕ Ｓｔｅｅｌ Ｓｔｒｕｃｔｕｒ● ｃｏ｡。lｔｄ。

Ｗ

旨 　

ｉ　 Ｖ０１．7「原因と結果の法則」

２００５年前後だと思う。僕は４５歳前後だったと思う。バブル崩壊後の長引＜不況

の中で（山一証券破綻＝１９９７年）すっかりヤル気を失っていた頃、考えることは「ど

うして自分がこんなに苦しい状況に追い込まれているのか！？」そして「誰のせいで

自分が辛い想いをしなければならないのか！？」ということだった。当時は、「オヤ

ジがこんな会社を造ったせいで、一部上場の大企業で世界を相手にして華ﾉﾏしく仕事

をしていたオレが、こんな惨めな状況に追い込まれている」と思っていた。

息子が少年野球で大分県優勝し、水戸で行われた全国大会に行くことが決まっても、

その旅費のことを考えると素直に喜べない状況で、実に、女房だけの旅費でさえ大変

な想いをしてかき集めて、息子の晴れ舞台を応援したい気持ちでイッパイなのに、悶ﾉﾏ

としながら家で結果を待っていた。

「こんな会社では力が発揮できない。環境が悪すぎる。」と、古くからの友人に愚痴

をこぼしながら居酒屋で飲んでいた時に、その友人が薦めてくれたのが、ジェームス

アレンが１９０２年に著した『原因と結果の法則』という本。聖書に次いで読まれて

いる自己啓発本とのことであった。その本には幸せになれる方法や考え方が書かれて

いた。一番その頃の僕に響いたのは「私たちの人生は私たちの思いによって作られて

いる。」という言葉。本の中では、「その大が置かれている環境もまた、その人の思い

の結果である。」と書かれていた。人生で起こることは全て、たったーつの法則であ

る『原因と結果の法則』に従っていて、偶然などは存在しないし、例えばコロナ禍で

あるというような環境もまた、その法則の例外ではないことが説明されていた。

この『原因と結果の法則』で出会って以来、僕は「良い結果」を求めるのではなく

「良い原因」を作ることに生きる意味を見出すようになった。そしてその考え方を進

めて、自分にとって都合の悪いことが起きた時は、テレビ等のメディアで盛んに行わ

れているような「犯人捜し」をするのではなく、「だったら、僕に何かできるのか？」

を考えるようにしている。例えばコロナ禍の時は、小規模サービス業の方を助けるた

めに「よっしいキヨマツの応援しちゃん券」を発行したり、今回のロシア・ウクライ

ナ問題では「レノンウォール」を作ったりした。それぞれの活動内容については、文

字数制限の中詳しくは書けないが、またいつかこのコラムで紹介できる日が来るかも

知れない。

t,つと読者に近づきたい… 建設ジャーナリスト宣言！
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